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■美味しいグァバ茶の誕生
　自然茶工房ナチュリティー・カデナは、嘉手納町に加
工場と販売店を構え、農薬や化学肥料を一切使用しな
いグァバ葉のみを使ったこだわりの「手もみグァバ茶グ
ァバナティー」を製造販売している。代表の我那覇健氏
は「グァバ茶は、沖縄の三大薬草茶のひとつで体に良
い健康茶として知られていますが、苦くて臭みのある味
が難点でした。良薬口に苦しと言いま
すが、飲み続けられなければ健康に
つながりません。子どもでもおいしく飲
めるグァバ茶を作りたかったんです」
と語る。会社設立は昨年の４月だが、
今年１月には嘉手納町の優良推奨品
認定を受けるなど、嘉手納町特産の
グァバ茶として注目を浴びている。
■日本茶の手もみ製法を採用　
　ナチュリティー・カデナのグァバ茶
はまろやかな飲み口が特徴。その味を
実現させたのが、茶葉の「選別」と日本茶に用いられる
「手もみ製法」だ。我那覇さんが読谷村や恩納村に所
有するグァバ農園には約３,０００本のグァバの木がある
が、原料となる葉は自らが選び抜いたものだけだという。
　「苦み臭みの原因となる古い葉や茎は使わず、茶葉
にふさわしい状態の若葉だけを使います。さらに飲みや
すくするため、日本茶のまろやかさをだす製法で知られ
る手もみを施し、やさしい飲み口に仕上げました」
　静岡県の日本茶農園に行って実際に手もみの方法
を学び、微妙な力加減で変化する味に苦戦しながらも、
独自の製茶法を確立。従来のグァバ茶とは一線を画し
た味を完成させた。「販売の際には必ず試飲してもらう
んです。飲んだ途端に美味しいと言って納得して購入し
てくれる方が多いんですよ」と、お客様の反応にも手応

えを感じている。また、葉は煎らずに独自の乾燥法で乾
燥させ、刻まずロール状に巻いてその形状を生かした。
お湯の中で広がるグァバの葉を見て、グァバ自体に興
味を持ってもらいたいという思いを託した。
■地域の方々が誇れる特産品を目指して
　グァバの葉に含まれるグァバ葉ポリフェノールは、生
活習慣病の抑制や改善に効果があるとされている。

　「開発段階で、生活習慣病が低年
齢化している実態を知り、使命感が
湧いてきたんです」
　自身の子どもたちの反応を参考に、
子どもでも安心して飲めるお茶作りを
目指したという。父親が定年後趣味
で始めたグァバ農園を、農業経験が
無かったにも関わらず引き継ぎ、地道
な製品開発と販路開拓に尽力。
　「嘉手納町の協力を得て、道の駅
や産業祭りで販売実績を積むことが

できました。どんなに良いものを作っても一人では実現
できません。多くの方々に恵まれ、世に送り出すことが
できました」
　将来は町内に農園を持ち、名実共に嘉手納町産の
グァバナティーにしていきたいという。また、「現時点で
安定した味を出せるのは私一人ですが、生産量を増や
すためにも技術者の育成に取り組んでいます」と今後
の事業展開を見据えている。焦らず、質の高いもの作
りを続けていきたいと力強く思いを語ってくれた。
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国道58号線沿いにあるアンテナショップには、
試飲用のサーバーを常備している。 

「恐怖」を利用した管理型人材マネジメントから、メンター（尊敬される人）によるメンタリング・マネ
ジメントへひとつの潮流変化が起きている。沖縄の自立に向けて、自立型人材をより多く輩出する
ために、上司自身も学び人として成長する。そうすればエンパワーメントが高まるのだ。

　メンタリング・マネジメントとは、わかりやすくいうと、部
下が上司を尊敬しているという関係が構築されてい
るもとで、「見本」となり、「信頼」され、「支援」すること
で、部下のやる気をマネジメントしつつ最善の結果を
導き出すことである。
　指示・命令型の管理型マネジメントでは、依存型
人間を量産してしまう危険性がある。自分で夢や目
標を設計して、自ら考え、自ら行動方法を考える人材
をどれだけ、育てられるか。それが、沖縄が本当に自
立できるかどうかのカギではないだろうか。
●尊敬される管理職の心得
　尊敬される上司といっても、漠然としていて、感覚
的には分かっている気がするものの、具体的対応が
思い浮かばないのではないか。そこで、メンタリング・
マネジメントを提唱している福島正伸氏の「尊敬され
る管理職の心得」から一部抜粋して紹介する。
　● 部下に任せその責任はすべて取れ
　● 部下の相談には24時間喜んで乗れ
　● 自分の仕事より部下からの頼まれ事を優先せよ
　● 部下の短所は自分の出番
　● 怒るなら尊敬されてからにせよ
　● 部下と議論するな　部下を説得するな部下を感
　  動させよ（説得できても本気にさせられない）
　● 一緒に仕事ができるだけで毎日部下に感謝せよ
　どうだろう。管理者の方々には、ウチアタイ、反省す
るところが多いのではないか。もちろん、尊敬されるか
どうかは部下の気持ちあっての話で、その具体策も
千差万別、自分のオリジナルの心得を持つしかない。
海軍大将だった山本五十六氏の「やってみせ、言っ
て聞かせて･･･」という有名な言葉も、自分が望むよ
うに人を動かすためには、本人をその気にさせること
が必要だということを説いたもの。つまり、今に始まっ

たことではなく、実は人材マネジメントというのは、上
司がメンターレベルにまで人間力を高めることで、よ
り効率的に機能するという普遍的な手法なのだ。
●接客マニュアルの無いスターバックス
　メンタリング・マネジメントが徹底されている環境で
は、エンパワーメントが高まる。エンパワーメントとは、
お客様の要望や環境変化に迅速かつ柔軟に対応
するため、現場社員の裁量を拡大するという考え方。
例えば、東日本大震災の際に、東京ディズニーラン
ドのキャストが自己判断で毛布や食料などを提供し
たのは有名な話。現場の判断力は、経営理念、普
段の教育研修の徹底で培っている。
　また、コーヒーストアのスターバックスは接客マニ
ュアルが無いことで有名だ。おじぎの角度、挨拶の
仕方・言葉遣いまできちんとマニュアル化されている
会社には信じがたいことではないか。ただし、スター
バックスには、バリスタという社内資格制度があり、４
段階での育成プログラム、日常業務型と集合研修
型研修を徹底しているという。日々、経営理念を徹
底し、各店長の現場判断で最善の接客を日々 模索
しているのだ。あるパートナー（店員とは呼ばない）
の事例として、注文と違ったコーヒーを提供してしま
った際、普通なら単に正しいものに取り替えるだろう。
しかし、世界最高品質のコーヒーを供給するという
経営理念を熟知している彼女は「先ほどのものと、
こちらとどうぞ２つの味の違いをお楽しみください」と
いう言葉を添えて提供した。
　サービス業比率が高く、お客様と日々 直接接する
機会の多い沖縄の職場では、マニュアルに多くを
頼らない自立型人間の育成が必然だ。指示・命令
では人は自発的に動かない。現場対応力をどう高
められるかは経営者・管理者のレベルによるのだ。
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琉魂異才…琉球古来の精神を失わずに、異国の学問・知識を地域にあった形で消化・解釈し、
 ビジネスに活用しようというメッセージを込めた造語。

管理されたがらない人材の育成
Part.2

グァバ農家が作るやさしい手もみグァバ茶。
嘉手納町から全国へ発信目指す。

「手もみグァバ茶グァバナティー」

紅型をあしらったシンプルなパッケージデザイン
が好評だ。手もみの高級茶としてではなく、常
備茶として飲んでもらえるよう価格も抑えた。

自然茶工房　ナチュリティー・カデナ
代表　我那覇　健　氏


